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   A 28-year-old man visited our clinic with a complaint of painless swelling of left scrotal contents. 

An initial right semicastration for embryonal carcinoma and seminoma had been performed 10 years 

earlier. Left semicastration was performed, and its histopathological finding was pure seminoma. 

   A total of 96 cases of bilateral testicular tumors of germ cell origin reported in Japan are 

summarized and discussed concerning incidence, age, histology, interval, prognosis and mechanism 

of the tumorigenesis.

Key words: Germ cell tumor, Bilateral testis

緒 言

両側精細胞性睾丸腫瘍は稀な疾患とされているが,

その中でも左右の病理組織学的所見の異なる症例は極

めて稀である。最近われわれは右睾丸腫瘍術後,約10

年の経過を経て左睾丸に腫瘍が発生し,か つ病理組織

像が異なる両側精細胞性睾丸腫瘍の1例 を経験したの

で若干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:28歳,男 性

初診:1975年11月22日

主訴:左 陰嚢内容物の無痛性腫脹

家族歴=父,50歳,肺 癌で死亡

既往歴:1974年,右 睾丸腫瘍にて右側高位睾丸摘出

術及び後腹膜 リンパ節郭清術.

(病理組織像:embryonalcarcinomaandscmino-

ma)

1979年,右 尿管結石症(自 然排石).

現病歴=1975年,右 睾丸腫瘍術後の経過観察のため

当科を紹介され,以 後,年 に1回,外 来にて経過観察

していた.1984年4月 ごろより左陰嚢内容物の無痛性

腫脹に気付き,精 査加療のため同年6月20日 に入院し

た。

現症:体 格中等度,栄 養状態良好,眼 瞼,眼 球結膜

に貧血,黄 疸を認めない.胸 腹部理学的所見に著変を

認めない.表 在 リンパ節は触知されない.剣 状突起下

縁 より恥骨上縁に至る手術痕を認め,右 ソケイ部に約
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Table2.左 右異組織型両側睾丸腫瘍

組 織症例番号
報告者 年次 年 齢 発生順 間 隔 左 皐 丸 右 睾 丸
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S:seminoma,E:embryonalcarcinoma,T;teratocarcinoma,C:choriocarcinoma

8cmの 手術痕を認める.右 陰嚢内容物は触知されな

い.左 睾丸は下極に母指頭大,表 面不整な硬い腫瘤を

触知し,副 睾丸尾部との境界は不明瞭であった.左 精

索,陰 茎及び前立腺には異常を認めなかった.

入院時検査成績1血 液一般検査;RBC491×104/

Mm3,Hb15。59/d1,Ht46.4%,血 小板数12x工oヲ

mm2,血 液生化学検査;総 蛋白6.79/dl,GPT29

mu/ml,GOT22mu/ml,LDH313mu/ml,AI-P

48mu/ml,BuN14mg/dl,CRNNI.1mg/d1,血 清

電解質正常,CRP陰 性,赤 沈1時 間値4mm,2時

間値10mm,AFP1.8ng/ml,CEA1.2ng/ml、 妊

娠反応,陰 性,腎 機能検査;PSP排 泄試験 正常,尿

検査正常.

X線 学的検査 胸部X線 写真では,転 移などの異常

陰影を認めない,静 脈性腎孟造影では両側腎 ・尿管に

異常を認めない.腹 部及び骨盤部のCTscanで は,

諸臓器に転移を思わせる病変はなく,後 腹膜並びに骨

盤内リンパ節にも転移の所見は認められなかった.肝

シンチ及び骨シンチグラムでも異常な所見は認められ

なかった.1984年6月22日,左 睾丸腫瘍の診断で,腰

麻下に左側高位睾丸摘出術並びに両側陰?内 に偽睾丸

を挿入した.

摘出標本所見:睾 丸の大きさは,約4×3×3cm

で,精 索を含めた重量は20gで あ った.そ の割面で

は,睾 丸下極に黄色調の大小3コ の結節状の腫瘍を認

めたが,白 膜あるいは副睾丸への浸潤は認められなか

った(Fig,1).

病理組織学的所見=pureseminomaで,腫 瘍は好

酸性の大きな核小体を特徴 とする空泡状円形核と弱好

酸性の胞体からなる細胞の充実性増殖であった.白 膜

外あるいは副睾丸組織への浸潤像は認められなかった

(Fig。2).

術後経過は良好で創は一次的に治癒した・術後の化

学療法 としてEinhornreg三menに 準 じたPVB療

髪

㌧2ゑ.

..義

Fig.1.左 睾丸 割 面

墾
戸

◎〃 物 ,

㌦鞭瀞 ◎無 槻'二 、,

〆レ 輸ノ釜擁'織㌔ジ ㍉
Fig.2.組 織像(H-E染 色,×400):

空 泡状円形核と弱好酸性の胞体

か らなる細胞の充実性増殖

、(捻 壕 毎 」礁 竺

躍 ぎ填/
・ ρ 多膨 鞠愚 ゴ『

魔 塘

法(CisDDP30mg/day5日 間連 日点滴静注,ビ ン

ブラスチン10mg/day週1回 点滴静注,ブ レオマイ

シソ30mg/day週1回 静注)を 施行した.化 学療法

開始約2週 後に白血球減少,血 小板減少が出現したも

のの,そ の後約10日 程で正常値に復した.7月31日,

胸部X線 写真上,転 移の所見はな く,血 液検査上も異

常を認めず8月9日 に退院した.以 後外来にて経過観

察し,同 年ll月 には第2回 目の化学療法(PVB療 法
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の 目的で入院したが,術 後11ヵ 月経過した現在,再 発

転移の微候は認められない.

考 察

両 側 精 細 胞 性 睾 丸 腫瘍 は 稀 な疾 患 で あ り,外 国 の報

告 で は,Aristizabeli)は4,864例 中76例(1.56%),

Hamilton2)は7,000例 中140例(2.0%),Friedmane)

}よ885移剛に1冴of列,Johnsong)}よ683{列rlコ8{列(1.2%),

Patton5)は556例 中4例(0.7%)と 報 告 して お り,

そ の 平 均 は1.1%で あ る.わ が 国 で は両 側 睾丸 腫 瘍 と

して 星野(1907)6)が 最 初 に 報 告 した が,組 織 学 的に

は 肉腫 で あ った.そ の後1982年 に 鍋 島 ら7)に よ り両 側

精 細 胞 性 睾丸 腫 瘍 と して詳 細 に65例 が 集計 さ れ て い

る.

今 回 わ れ われ は 鍋 島 ら7)の 欠 落症 例 を 加 え,更 に そ

の後 の両 側 精細 胞 性 睾 丸 腫 瘍 の報 告 例 を 集 計 し,1984

年12月 ま でに 自験 例 を含 め て96例 を蒐 集 す る こ とが で

きた(Tablel,2).

そ の うち病 理 組 織 別 頻 度 を見 る と,左 右 同組 織 型 の

もの ではseminomaが 圧 倒 的に 多 く,全 体 の84%を

占 め,次 い でcmbryonalcarcinomaG1%)で あ っ

た.左 右 異 組 織 型 の も の で はseminomaとemb-

ryonalcarcinomaの 混 合 が29%と 多 く,ま た 左右

異 組 織型 の うち2例 を除 く33例 は,片 側 にseminoma

を 含 ん で いた.
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左右の発生間隔にっいては,鍋 島ら7)の 報告に従っ

て,3ヵ 月以内の間隔で左右睾丸に腫瘍の発生を認め

たものを同時発生例とすると,そ の例数は96例 中61例

(64%)で あ り,異 時発生例36%に 比 し多かった.

平均発生間隔は35ヵ 月,最 長は吉田ら8)が 報告した

22年 であり,自 験例は鍋島ら7)の13年,田 中ら9)及 び

小川ら10)の12年に次いで間隔が長かった.ま た同組織

型と異組織型では,そ れぞれ24ヵ 月,56ヵ 月 と異組織

型で延長する傾向を示していた.こ の点に関して,鍋

島ら7)は 左右同組織型と異組織型では何らかの発生機

序の相違があることを指摘している(Fig,3).

その発生機序について考察してみると,異 時発生の

ものでは,イ)一 側から他側への血行性,リ ンパ行性

転移,あ るいは直接浸潤,ロ)両 側睾丸から左右それ

ぞれ独自に腫瘍が発生す るという2と おりが考えられ

る.一 方同時発生のものでは,左 右睾丸に腫瘍発生母

地となる同一の因子があ り,こ れにより時期をほぼ同

じくして腫瘍が発生すると思われる.自 験例について

は,先 発腫瘍の手術後から約10年 を経て対側に腫瘍が

発生していること,ま た先発腫瘍が睾丸以外に転移し

ている所見がなく,全 身転移の一部分症 とは考えにく

いことより,左 右それぞれ時期を異に して原発 したも

のと考えられる.

予後については,藤 本ら11)は,1年 生存率50%(24

例 中12例),3年 生存率17%で 片側腫瘍のそれぞれの

生存率が83%,71%で あるのに比 して,か な り不良で
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あると述べている.こ のことを念頭に入れ,自 験例で

は後発腫瘍がstageIで あるにもかかわらず,Ein-

bornregimenに 従 った化学療法を施行した.

なお,自 験例は術後の男性ホルモン定量検査で有意

に低値を示 した ため,testosteroneenanthate250

mgを 月1回 筋注 し,定 量検査を行ないながら補充療

法を行なった。

近年,悪 性腫瘍においても可及的にその機能を温存

する方向に治療がすすめられているが,両 側精細胞性

睾丸腫瘍の症例においても,そ の発症年齢が20～30歳

代に多 く(Fig.4),生 殖能力が最も盛んな時期で,

かつ必要な時期であることから,除 睾術前にその精液

の冷凍保存などが考慮されるべきと思われる.更 に近

年の睾丸腫瘍に対する化学療法の高い緩解率を見ても

生殖能力を残すことは必要と思われる.自 験例では術

前精液検査を施行せず,精 子の生殖能について検索 し

ていなかったこと,ま たその保存方法について十分な

知識を有 しなかったため,除 睾術のみに とどめた点は,

今後の反省材料になることと思われる.

結 語

18歳 時,最 初 に 右 側 睾 丸 にseminoma+embryo-

nalcarcinomaが 発 生 し,摘 出 後 約10年 の間 隔 をお

いて,左 側 睾 丸 に もseminomaの 発 生 を見 た 両 側 精

細 胞性 睾 丸 腫 瘍 の1例 を報 告 した.本 邦 文 献 上,両 側

精 細胞 性 睾 丸 腫 瘍 を95例 集 計 し,若 干 の 考 察 を 加 え

た.
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